
能登半島地震の道路橋被害と
今後の課題・対策
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1. 振り返り：兵庫県南部地震

2. 能登半島地震：地震と地震動

3. 道路橋の被害事例

4. 課題と対策

5. まとめ

本日の内容

【謝辞】以下の資料・データを利用しています
・社会資本整備審議会道路分科会道路技術小委員会（第22･23回）資料
・国土技術政策総合研究所道路構造物研究部の調査結果（土研との合同調査）
・（国研）防災科学技術研究所、JR西日本、気象庁、国土交通省の強震記録
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1. 1995年兵庫県南部地震
計46径間の落橋被害
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1. 1995年兵庫県南部地震

1990(H2)年道路橋示方書 1996(H8)年道路橋示方書



Main Shock

Active Fault Traces (AIST)

6.8m
2.8m

4.4m

2. 地震と地震動
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国土地理院ウェブサイトより（一部加工）
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2. 地震と地震動
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第22回道路技術小委員会資料（一部加工）



2. 地震と地震動

7

-8.0

-6.0

-4.0

-2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10 20 30 40 50 60 70 80 90

Ac
ce

le
ra

tio
n 

[m
/s

/s
]

Time [s]

UD max=7.64

EW max=5.79

-8.0

-6.0

-4.0

-2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

Ac
ce

le
ra

tio
n 

[m
/s

/s
]

Time [s]

UD max=2.79

EW max=6.57

2024 能登半島 (M7.6), 輪島市 (気象庁)

1995 兵庫県南部 (M7.3), JR鷹取駅
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平成28年熊本地震（KiK-net益城）
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平成19年新潟県中越沖地震（K-NET柏崎）

平成19年能登半島地震（K-NET穴水）

平成16年新潟県中越地震（妙見堰管理支所）
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2. 地震と地震動

8



3. 道路橋の

9液状化による地盤沈下
才田大橋（市道）

石川県道8号

背面アプローチ部の崩落
烏川大橋（国道249号）

トンネル覆工崩落
大谷トンネル（国道249号）

トンネル覆工崩落
中屋トンネル（国道249号）

盛土の崩壊（能越自動車道）

コンクリート桁端部の損傷等
鵜飼大橋（市道）

穴水IC

のと三井IC

徳田大津IC

PC桁端部損傷等
中能登農道橋（農道）

支点部におけるフランジの変形等
大町大橋（国道249号）

能越自動車道
穴水道路 供用平成18年

能越自動車道
輪島道路 供用令和5年

横田IC

能登大橋

大谷工区ループ部切土

八世乃洞門新トンネル

液状化被害

小牧橋

能越自動車道のと里山海道
横田IC～穴水IC 供用昭和53年

能越自動車道のと里山海道
徳田大津IC～横田IC
供用昭和55年

能登島大橋

烏川大橋

被害事例
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3-1 烏川大橋 (2011年架設)
  橋長210m, 3径間連続PC箱桁橋

 補強土壁を有する背面アプローチ部が崩落
 壁面材落下、直角方向に4m移動

A1
P2 P1A2 A1

12m

4m

3. 道路橋の被害事例
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 橋台は前面に移動
 A1橋台ではパラペットとPC桁にひび割れ・はく落
 ゴム支承の軸方向の変形

A1
P2 P1A2

A1

3-1 烏川大橋 (2011年架設)
  橋長210m, 3径間連続PC箱桁橋

3. 道路橋の被害事例
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 P1橋脚の深礎基礎を支える地盤の崩落 

A1
P2 P1A2

P1

3-1 烏川大橋 (2011年架設)
  橋長210m, 3径間連続PC箱桁橋

3. 道路橋の被害事例



3-1 烏川大橋 (2011年架設)
  橋長210m, 3径間連続PC箱桁橋

3. 道路橋の被害事例（近傍の揺れ）

K-NET大谷 烏川大橋
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13

地理院地図
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3-2 大町大橋 (1974年竣工)
 橋長54.5m, 3径間単純合成桁橋

 端部支承上のフランジ・補剛材
に局所的な変形 

 端部の支承と鋼桁に腐食

A1

A1

A2

下流側

上流側

3. 道路橋の被害事例
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 2/27の再調査時にはサンドル
設置済み

A2
2.27

A1
A2

3-2 大町大橋 (1974年竣工)
 橋長54.5m, 3径間単純合成桁橋

3. 道路橋の被害事例



3-2 大町大橋 (1974年竣工)
 橋長54.5m, 3径間単純合成桁橋

3. 道路橋の被害事例（近傍の揺れ）

大町大橋
K-NET大町
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K-NET穴水 (1996-) K-NET大町 (2011-)

地理院地図
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3-3 才田大橋 (1980年架設)
  橋長366m, 10径間連続合成鈑桁橋

 A2橋台背面土が約1.5 m沈下

A2 A2 1.5m

3. 道路橋の被害事例

6月
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 A2橋台と桁の遊間が約0.5 m拡大
 主桁が橋台がから脱落
 橋脚位置では桁の移動は見られない

0.5m

3. 道路橋の被害事例
3-3 才田大橋 (1980年架設)
  橋長366m, 10径間連続合成鈑桁橋
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3. 道路橋の被害事例
3-3 才田大橋 (1980年架設)
  橋長366m, 10径間連続合成鈑桁橋

2024年能登半島地震M7.6

2007年能登半島地震M6.9

港湾地域強震観測の金沢港の観測記録を比較（才田大橋から10km程度）



4. 課題と対策
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土研CAESAR・国総研道路構造物研究部合同で135橋を調査

H9年度より前に架設

大被害 それ以外

H9年度以降に架設

大被害 それ以外

4485

6

*周辺地盤・橋台の移動に伴う被災を除く

1995年兵庫県南部地震を踏まえた示方書改定の効果



さらなる復旧迅速化を
点検 診断：車両は通せるか？ 復旧作業

損傷が想定される箇所に
アクセスできること

4. 課題と対策

小牧橋 (1975年架設)
橋長130m, 2径間単純合成鈑桁橋+単純
上路式ワーレントラス橋

安全な検査路がない

21



余震等への安全性？

変位制限構造等の壊れ方の制御

さらなる復旧迅速化を
点検 診断：車両は通せるか？ 復旧作業

4. 課題と対策

深見新橋 (1980年架設）
橋長36m, 単純PCポステンT桁橋

22



性能の見立てが困難

損傷状態からの性能の推定

さらなる復旧迅速化を
点検 診断：車両は通せるか？ 復旧作業

4. 課題と対策

23



橋台背面盛土の大被害

橋台背面盛土は橋の耐荷機構の一部を担うことを明確にし、所要
の状態に留める必要があることを規定（速やかに復旧可能、等）

さらなる復旧迅速化を
点検 診断：車両は通せるか？ 復旧作業

4. 課題と対策

24



5. まとめ
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地震と観測された地震動の特性を概説した。

特徴的な被害を生じた３橋の被害状況を示した。

現地調査結果より、1995年兵庫県南部地震後の基準改定の
効果が確認された。

復旧のさらなる迅速化に向け、基準改定の候補となる項目
を示した。
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